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Abstract
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1．問題の所 在

加熱する受験戦争や，学校教育における極端な知識

偏重への批判に対応する形で,文部省(現文部科学省）

の中央教育審議会は，「昭和51年１２月答申」において

「ゆとりと充実」という表現を用いて学習内容の削減

を提言した．これ以降，学習内容の精選として各教科

の指導内容が削減されていくとともに,中学校での｢選

択教科」の拡大，小学校での教科「生活」の新設，小

学校から高等学校までのすべての段階で「総合的な学

習の時間」を新設するなど，よりきめ細やかな指導を

するために各学校の教育課程に関する裁量権が拡大さ

れてきた．「主体的な問題解決のための資質や能力の

育成｣や「自己の在り方や生き方を考える能力の開発」

を主なねらいとする「総合的な学習の時間」は，高等

学校では平成15年度より学年進行で実施されてきた.s）

一昨年12月に発表された経済協力開発機構の国際学

習到達度調査によれば，日本の子どもの学力は，もは

や世界のトップレベルではないことが報告され，併せ

て「ゆとり教育」が目指した「生きる力」もあまり身

に付いていないことも指摘されるなど，学校現場から

も「指導要領全体を早急に見直すべきである」との声

が上がってきている.，'また，その後の中央教育審議会

総会で，文部科学大臣は国際学力調査に表れた学力低

下傾向や学ぶ意欲の低下などを理由に「指導要領全体

の見直し｣の検討を求める中で,基礎学力向上のため，

｢ゆとり教育｣の象徴とされる「総合的な学習の時間」

の削減も含めた授業時間数の見直しを示唆した.鋤一方

で，日本ＰＴＡ全国協議会の調査によると「削減して

基礎教科に充てるべきだ」との批判もある「総合的な

学習の時間」だが，保護者の多くは一定の成果を感じ
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取っており，過半数の保護者が肯定的に捉えていると

いう報告もある.鋤

しかしながら，学校現場において学力の低下を肌で

感じとっている教科専門の中学校教諭は，教科横断的

な「総合的な学習の時間」に対しては負担感が強く，

従って「総合的な学習の時間」専科の教師を世くこと

で教科学習を重視すべきである，という意見もある.8）

学力低下の問題と併せて，学校週五日制，ゆとり教

育，「総合的な学習の時間」の見直しの織論が今後ま

すます盛んになることは疑う余地もないが，「生きる

力」を目的とした「総合的な学習の時間」は，保護者

の約半数が肯定的な評価をしているように教員の工夫

次第で左右される教科でもある．また，「総合的な学

習の時間」に関わってさまざまな優れた授業実践の例

も報告されている．しかし，授業の主体である生徒の

「総合的な学習の時間ｊに対する意見については，一

部肯定的であるとの報告もなされてはいるものの，授

業評価としての研究報告はほとんど見られない．「総

合的な学習の時間｣の見直し論織がなされている現在，

「総合的学習」とは一体何であるのかを問う中で，そ

の概念に内在する本来的な意味を改めて捉え直し，そ

の教育の在り方と方向性について考察する必要があろ

う．

2.研究の目的と方法

本研究は，「総合的学習」の基本理念及びその教育

の在り方について実践的に検討することを目的として

いる．愛媛大学農学部附属農業高等学校での，「フリ

ーサブジェクト・野外活動｣における実践研究の成果

に基づいて，「総合的学習」の概念について検討する

とともに，「授業評価｣に関わる意識調査を実施し，「総

合的学習｣の在り方及びその方向性について考察する．

3.総合的学習に関する実践研究

愛媛大学農学部附属農業高等学校は，全国で唯一の

国立農学部附属農業高等学校として，さらに，非教員

養成系の附属学校としての使命を果たすため，早い段

階から｢次世代の教育をどのように展開していくのか」

をテーマとして掲げ，そのための研究開発や実践教育

の推進等に積極的に取り組んできた．平成１０年度から

平成１２年度までの3年間は，文部科学省の研究開発校

としての指定を受け，主として中央教育審議会の答申

で示された『生きる力」につながる「総合的な学習の

時間」についての研究を行った．そこでは，「高等学

校の生徒の能力，適性，進路等に弾力的に対応する教

育課程の研究開発」を課題として，教職員，生徒，保

護者などが連携しての研究に取り組んできた．その成

果は，愛媛大学農学部附属農業高等学校研究紀要です

でに報告されている.'")鋤

3.1フリーｻプジｴｸﾄ･野外活動の実践

愛媛大学農学部附属農業高等学校は，「総合的な学

習の時間｣の研究成果を踏まえ,平成13年度からは,｢生

涯学習社会を見通した高校・大学教育の連携，接続の

在り方の研究開発」で，引き続き文部科学省の研究開

発校としての指定を受け，学校改革の視点を「総合」

として捉えることで研究を継続している．そこでは，

「システムとしての総合（総合学科）から，科目とし

ての総合（総合的な学習の時間）へ」をテーマとする

「フリーサプジェクト」を実践研究することで，生徒

の「生きる力」を育成し，それをもって学校を活性化

するという目的をも担ってきた．

科目名称「フリーサブジェクト」の研究テーマ「弾

力的な教育課程の研究開発」は，教員，生徒，保護者

などとの連携をその研究基盤としている．「フリーサ

ブジェクト」とは，生徒に豊かな人間性や基礎・基本

を身に付けさせ，個性を生かし，自ら学び自ら考える

力などの「生きる力」を培うことを基本的なねらいと

している.それはまた,教師自らが生きがいを見つけ，

「生きる力」を養う場でもあり，生徒は，それを身近

に肌で感じ教師と体験を共有することで，人間として

の「生き方」を感じ取っていくことを目標に画いてい

る．そして「野外活動」は，「フリーサプジェクト」

の一つの教科内容として位置づくものである．

「フリーサブジェクト」の一領域としての「野外活

動」は，「自然との関わりの深い野外での運動の特性

について理解し，その知識と技能を習得できるように

するとともに，自然の中での行動の仕方を身に付け，

自然に親しむことができる資質や能力を育てる」とい

うスローガンのもと，あらゆる体験を通して，「生き

る力」を育くむことを目標にしている．また，それを

生涯教育（生涯スポーツ）の出発点として位置づけ，

野外活励の基礎・基本を実践し，生徒の自由な発想や

自主性を尊重し，固定観念にとらわれない方法での授

業を通して，生徒に野外活動に興味・関心を持たせ，

野外活動への菰極性，活動力，意欲等を育むことを目

標とする授業実践を展開した．受識生数は，平成１２年

度１２名，平成13年度17名，平成15年度16名，平成１６年

度16名の計61名である．

「野外活動」のカリキュラムは主として，ｌ)校内・

野外散策，２)キャンプ実習，３)ウオークラリー，４)ア

イススケート実習,5)室内ゲーム(ロールプレイング)，

6)ゴルフ，７)ターゲットバードゴルフの7つの実習に

よって梢成される．さらに実習の前後に各々事前指導，
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事後指導を含めた授業形態とし，事前指導では，座学

を中心とした知職や計画，技術を伴う予行演習，事後

指導では，ビデオ等を使った反省会を実施した．

授業実践の結果，一般的な傾向として，生徒にとっ

て「野外活動」は，「通常の教科と従来のクラブ活動

の中間科目」といった意職が強く，「フリーサプジェ

クトＪに臨む態度に通常授業ほどの緊張感はないこと

が伺えた．そしてこのことが授業の「楽しみ」につな

がっており,指導者側としてもその雰囲気を壊さずに，

学ぶ楽しみを澗養させることが大切であることが示さ

れた．ただし，「楽しさ」重視だけでは，「知識・技術

の定着化」に関してやや軽視的な傾向に流れるおそれ

があり，今後は「楽しさ」と「知識・技術の定着化」

とのバランスも考慮して，授業実践に取り組む必要性

が認められた．

３．２フリーサブジェクト･野外活動に関する意職醐査

．｢フリーサブジェクト・野外活動｣の実践に基づい

て，その「総合的学習」としての展開と方向性につい

て探るために，受講生に対して授業評価に関わる意繊

調査を実施した．意識調査は，平成12年度から平成１６

年度（平成14年度は除く）までの受識生61名を対象と

して，プログラムの目的，認識，評価の3つの視点か

らの分析を行った．意識調査の一般的傾向として，「フ

リーサブジェクト・野外活動｣における，直接体験を

通しての学習は，自ら学び，自ら考えるという主体的

に活動する能力の育成に深く関与していることが示唆

された．

「総合的学習」の基本理念を探る上で，「フリーサ

プジェクト・野外活動｣に対する生徒の授業評価（自

由記述）を分析することが有効であろう．それは，分

析の視点として，１）自然，２）身体活動，３）自由，４）

自主性，５）積極性，６）技術性，７）将来性，８）超越，

9)人間関係，１０)感情移入の10項目で構成される．（表

l参照）

ｌ）自然は，「自然に親しむ，自然の大切さを知る」

といった，現代の間接疑似体験からは学ぶことのでき

ない自然理解に関する認織，２）身体活動は，運動・

遊びの中での身体認識，そこに生じる喜びや悲しみ，

新たな知識の発見等に関すること，３）自由は運動を

通して自分自身の身体や身体の動きの自由を味わうこ

と，心の開放感や前向きな姿勢に関すること，４）自

主性は，主体的な状況判断や，広い視野での行為・行

動様式，５）積極性は，何事にも積極的に取り組み，

自らの考えを行動として表現できること，６）技術性

は，様々な知識や技術を習得することや，基本の大切

さを感じながらフィードバックする能力に関与するこ

と，７）将来性は，リーダーシップ，より高い目標で

の思考，自己の探求，８）超越は，上達のための課題

意識，練習を通しての自己統制，技術的・精神的側面

での成長に関すること，９）人間関係は，協調性や仲

間意識を含む多様な人間関係を通して，自分自身及び

他者の存在について理解すること，１０）感情移入は，

率直な感情表現や，行為の成就感，新たな自己の発見

等に関することである．これらの視点は，各々相互に

関連するものの，生徒の｢フリーサプジェクト・野外

活動｣に対する一般的な科目特性を示すとともに，「総

合的学習」の基本理念に対する一定の枠組みを提示し

ている．

表Ｉ：フリーサプジェクト・野外活動の科目特性

特性

１.自然 自然との一体感：自然への回帰，直接体験，自然

理解

2.身体活動 運動・遊びの中での身体認識：身体運動，喜びや

悲しみの生起，新たな知識の発見

3.自由 身体及び身体活動の側放性：自分自身の身体及び身

体の動きの自由，心の開放感，前向きな姿勢

4.自主性 主体的な行為・活動形式：主体的状況判断，広い

視野での行為・行動際式

5.欄極性 知識的・思巻的行動の形式：積極的な行動，思考

的行動の表現

6.技術性 迎動技術の獲得と理論的応用：知識や技術の習得，

フィードバック能力

7.将来性 上昇志向及び自己の可能性の拡大：リーダーシッ

プ，目標設定，自己の探求

8.超趣 課題に対する自己投企：課題意蹴，自己統制，技

術的・精神的成艮

9.人間関係 自己存在・他者存在の認知：協調性や仲間意識，

自己理解，他者理解

10.感摘移入 自己表現及び自己実現：率庇な感怖表現，行為の

成就感，自己発見

3.3総合的学習に関する厘墜上評価

「総合的学習｣に関わる認識と評価について探るため

に，「野外活動｣を含む｢フリーサブジェクト｣受講生９２

名，及びその保護者に対して意織調査を実施した．意

識調査は，「フリーサプジェクト」の目的，認識，評

価の3つの視点からの分析を行った．

意織調査の結果，保護者の「総合的学習」に対する

認知度は大変高く，それが親子の対話を含む人間関係

の問題にも深く関わっていることが示された.また｢野

外活動」を含め，「総合的学習」としての｢フリーサプ

ジェクト｣の意義について概ね肯定的に捉えており，
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それに対する期待感も大きいことが伺えた．また当然

ではあるが，「フリーサプジェクト｣に対する認識の高

い保護者ほど｢総合的学習｣に対しての評価も高いもの

となった．ただし，少数ではあるが「総合的学習」の

効果を認めつつも，その見直しの必要性を指摘する声

もあった．

受講生では，多様な体験を通して精神面や情緒面で

の成長を自己評価している．また，「総合的学習」が

学校の目指す｢生きる力｣の獲得のための手掛かりとな

っているとの認識も示唆されており，その可能性を高

く評価している．さらには，「総合的学習」が傭える

技術性，計画性，協調性が現在に生かされており，そ

れを通して授業を越えた学習が可能であるという意見

も示された．

「『総合的学習』は，授業担当者の熱意や工夫如何

によって,受講生に与える影響は大きく異なってくる」

といった指摘もあり，そこでは教師の果たす役割が極

めて大きく，『総合的学習｣にとっての今後の課題とし

て，真筆に受け止めなければならない．基礎学力の低

下が問題となり，「総合的な学習の時間｣の見直しが議

論されている折，教科の枠を越えた｢総合的学習jの目

指すものは，広い意味での教育環境の整備である，と

いう問題を考えるとき，「総合的学習｣の基本理念が持

つ意味は大きい．

4.結婚

本研究は，愛媛大学農学部附属農業高等学校での実

践的取り組みの成果に基づき，体験授業を通しての実

践的知識という視点からの｢総合的学習｣の在り方及び

その方向性について考察したものである．意識調査の

結果が示すように,直接体験を通しての率直な記述は，

生徒の｢フリーサブジェクト｣に対する期待度が高く，

「経験」としての学習が，自ら学び，自ら考え，主体

的に活動する能力の育成に深く関わっていることを示

している．また,保護者及び生徒ともに｢総合的学習」

の必要性を認識するとともに，そこから学んだ経験的

知識が「生きる力」へのつながりの可能性を持つもの

と評価している．

日常の生活と学校での生活のつながりが緊密であっ

た時代とは異なり，今の時代だからこそ，学校教育に

おいて｢総合的学習｣の基本理念が持つ意味は大きい．

「生きる力｣とは，言葉や法則性という｢既成的知織ｊ

だけでは育成できるものではなく，併せて直接体験か

らのみ獲得できる｢経験的な知識｣とのバランス感覚に

基づいて達成されるものであろう．その意味で，『フ

リーサブジェクト・野外活動｣，及び｢総合的学習｣そ

れ自体に対する認織と評価は，今後の在り方を考察す

る上で，一つの方向性を示唆するものと思われる．今

後は，より詳細な授業評価を実施し，さらなる方向性

を探ることが課題であろう．
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